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熱中症予防対策の周知徹底について 

 

１ 経緯 

例年、広く県民や企業、関係団体等への熱中症予防対策の周知徹底を図ることを目的に

熱中症予防対策連絡会議を開催しているが、新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点

から、本年度は資料の配布をもって本会議の開催に代えることとしたので、会議資料の一

部について資料提供する。 

また、令和３年度より、熱中症の危険性が極めて高くなる暑熱環境（暑さ指数 33以上）

が予測される場合に、環境省及び気象庁から「熱中症警戒アラート」が発表されることと

なった。アラート発表時は、不要不急の外出を避け、エアコンを活用して室内で過ごす等、

熱中症予防対策を積極的に行うことが重要である。 

 

２ 添付資料 

・熱中症警戒アラート 発表時の予防行動（環境省リーフレット） 

・「熱中症警戒アラート」と今夏（６月から８月）の気温（金沢地方気象台） 

 

３ 熱中症予防の要点 

（１）こまめな水分、塩分補給 

・マスクを着用すると喉の渇きが感じにくくなるため、こまめに水分・塩分の補給を

する。 

（２）熱中症になりにくい環境 

  ・エアコンや扇風機を使用して温度調整をする。 

・屋外で人と十分な距離（少なくとも２ｍ以上）が確保できる場合には、マスクをは

ずす。 

・こまめな換気をする。 

・遮光カーテンやすだれを活用する。 

・外出時は天気予報や暑さ指数（WBGT）を参考にする。 

・熱中症警戒アラート発表時は、屋外等での運動は原則、禁止とする。 

（３）体調に合わせた取り組み 

・日頃から体温測定、健康チェックを行い、体調が悪いと感じた時は、無理せず自宅

で静養する。 

（４）外出時の準備 

・通気性のよい衣服を心がけ、外出時や日傘や帽子を活用する。 

・こまめな休憩をとる。 

 

４ その他 

その他の資料を希望される報道関係者の方につきましては、健康推進課まで御連絡くだ

さい。 

健康福祉部健康推進課 

課 長 相川 広一 

内 線 4 1 3 0 

直 通 225-1435 
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「熱中症警戒アラート」と

今夏（6月から8月）の気温

令和3年度熱中症予防対策連絡会資料

金沢地方気象台
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熱中症警戒アラート
暑さ指数（WBGT）の確認を！

出典：国立環境研究所HP（http://www.nies.go.jp/wbgt/note.html）

〇気象庁と環境省が共同で実施
〇4月28日（水）から全国で運用開始
（気象庁独自で発表していた高温注意情報）

〇暑さ指数33以上が予測されるときに府県予報区で発表
（発表は前日の17時、当日の5時）

高温注意情報に代わって



3気象台ホームページでの
「熱中症警戒アラート」確認方法

①「防災気象情
報」を選択

②「あなたの街の防
災情報」を選択

③「熱中症警戒ア
ラート」を選択

④5月25日17時に発表した26日を予想し
たものの表示例
「八重山地方」のみに発表されていた

地図上で赤い部分や「石川県」を選択す
ると、熱中症警戒アラートやその他の情
報が表示されます
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3か月予報（6月から8月）
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3か月予報（6月から8月）

月ごとの平均気温の予想
6月は、平年並と高い確率は共に「40％」。
7月と8月は気候的出現率からの隔たりは小さく、ほぼ平年並。
7月及び8月は平年並であっても気温の高くなる日が多いため、熱中症に留意が必要。
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3か月予報（6月から8月）の
解説資料

•向こう3か月の気温は、暖か
い空気に覆われやすい時期が
あるため、平年並か高いで
しょう。



73か月予報（6月から8月）
月ごとの解説資料
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（参考）
金沢の真夏日等の平年の値

金沢
真夏日
（日最高気温

30℃以上）

猛暑日
（日最高気温

35℃以上）

熱帯夜
（日最低気温

25℃以上）

6月 2.4 0.0 2.4 

7月 15.0 1.0 19.1 

8月 21.5 2.1 26.1 

真夏日（日最高気温30℃以上）の日数は、7月が15.0日、8月が21.5日。
熱帯夜（日最低気温25℃以上）の日数は、7月が19.1日、8月が26.1日。
夜間も気温の下がらない日が多いため、日中だけでなく夜間も熱中症に留意が必要。
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（参考）
各種URL

•環境省 熱中症予防情報サイト
https://www.wbgt.env.go.jp/

•金沢地方気象台HP
https://www.data.jma.go.jp/kanazawa/

• 3か月予報
https://www.jma.go.jp/bosai/season/#area_type=offices&area_code=170000&ter
m=3month

• 1か月予報
https://www.jma.go.jp/bosai/season/#area_type=offices&area_code=170000&ter
m=1month



検索環境省  熱中症より詳しい情報は…

環境省：https://www.wbgt.env.go.jp/
気象庁：https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/kurashi/netsu.html

熱中症
 警戒アラート

環境省 気象庁

発 表 時 の 予 防 行 動

外出はできるだけ控え、暑さを避けましょう  

●昼夜を問わず、エアコン等を

　使用して部屋の温度を調整

　しましょう。

●熱中症を予防するためには

　暑さを避けることが最も

　重要です。

●不要不急の外出はできるだけ避けましょう。

熱中症のリスクが高い方に声かけをしましょう  

熱中症警戒アラートは、熱中症の危険性が極めて高い暑熱環境に

なると予想される日の前日夕方または当日早朝に都道府県ごと（※）に

発表されます。

発表されている日には、外出を控える、エアコンを使用する等の、

熱中症の予防行動を積極的にとりましょう。

※北海道、鹿児島、沖縄は府県予報区単位

●高齢者、子ども、持病のある方、肥満の方、

　障害者等は熱中症になりやすい方々です。

　これらの熱中症のリスクが高い方には、

　身近な方から、夜間を含むエアコンの使用や

　こまめな水分補給等を行うよう、

　声をかけましょう。



外での運動は、原則、中止／延期をしましょう  

熱中症警戒アラート 発 表 時 の 予 防 行 動

普段以上に「熱中症予防行動」を実践しましょう  

●屋外で人と十分な距離

 （２メートル以上）を確保できる

　場合は適宜マスクをはずし

　ましょう。

暑さ指数（WBGT）を確認しましょう  

●身の回りの暑さ指数（WBGT）を行動の目安にしましょう。

●暑さ指数は時間帯や場所によって大きく異なるため、

　身の回りの暑さ指数を環境省熱中症予防情報サイトや　

　各現場で測定して確認しましょう。

●のどが渇く前にこまめに

　水分補給しましょう。

 （１日あたり1.2Lが目安）

●涼しい服装にしましょう。

※環境省熱中症予防情報サイト：https://www.wbgt.env.go.jp/

熱中症とは、暑い環境で体温の調整ができなくなった状態で、めまいや吐き気、頭痛、失神等様々な症状をきたし、
最悪の場合は死に至る疾患です。誰でもなる可能性があり、運動中だけでなく、室内でも起こります。日頃からしっ
かり予防するようにしましょう。

暑さ指数（WBGT）とは、気温、湿度、輻射熱（日差し等）からなる熱中症の危険性を示す指標で、「危険」「厳重
警戒」「警戒」「注意」「ほぼ安全」の５段階があります。段階ごとに熱中症を予防するための生活や運動の目安が
示されていますので、日常生活の参考にしましょう。

熱 中 症 と は

暑さ指数（WBGT）とは

WBGT

31℃

「熱中症警戒アラート」は環境省のLINE公式アカウントで確認することができます。

友達追加はこちら ➡

●身の回りの暑さ指数（WBGT）に応じて

　屋外やエアコン等が設置されていない屋内

　での運動は、原則、中止や延期をしましょう。


